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図面番号 枚数 備考
1 1
2 2
3 1
4 2
5 1
6 3
7 1
8 1
9 1
10 1
11 1
12 1 参考図
13 1 参考図

17

1号幹線配水路平面縦断面図

8ブロック管路-2撤去復旧図

久米ヶ原3期地区特定管(1号幹線配水路3工区）工事

図面の名称
工事位置図
全体平面図
服部除塵機廻り配管平面図

1号幹線配水路管割図  
1号支線配水路管割図 

合計

1号支線配水路平面縦断面図
埋設管標準断面図
制水弁工構造図
空気弁工構造図
1号幹線配水路撤去復旧図 
1号支線配水路撤去復旧図



工 事 位 置 図 S=1:50,000

工事位置

事 業 名

工 事 名

施工年度 令和6年 施工位置 倉吉市服部外

図面の名 称 　工事位置図

縮　　尺 図　示 図面番号 1

特定農業用管水路等特別対策事業

久米ヶ原３期地区特定管(１号幹線配水路3工区)工事



S=1:4,000(A3版 1:8,000)

久米ヶ原3期地区

既設管と更新管との延長は相違がある。

既設管の延長は既存資料より、更新管の延長は
本業務測量成果を基にした設計延長を記載している。
既存資料は実測によるものではないため、

既設石綿管φ400　L=627m

既設石綿管φ200 L=200m

1号支線配水路

全体平面図

第3調整池

第2調整池

服部除塵機

1:4000

全体図１

2-1

除塵機接続φ350 L=10m

更新管接続φ200 L=2m

既設管接続φ400 L=5m 除塵機接続φ200 L=20m

管更新φ350 L=54m

支給品資材置場

1号幹線配水路

既設石綿管φ350 L=464m

既設石綿管撤去φ400 L=627m
（うちモルタル充填L=100.0m）

既設石綿管撤去φ350 L=464m
（うちモルタル充填L=112.0m）

既設石綿管撤去φ200 L=188m
（うちモルタル充填L=137.0m）

施工位置

事 業 名

工 事 名

施工年度

図面の名称

図面番号

特定農業用管水路等特別対策事業

令和6年度 倉吉市服部

縮　尺

久米ヶ原3期地区特定管( 1号幹線配水路3工区)工事

試掘調査C

試掘調査C

試掘調査A

試掘調査A

試掘調査A試掘調査A

試掘調査A

試掘調査C



S=1:4,000(A3版 1:8,000)

全体図2(下福田、国府地域)
特定管水路(管路1工区)測量設計業務
久米ヶ原3期地区

既存資料は実測によるものではないため、
本業務測量成果を基にした設計延長を記載している。

既設管と更新管との延長は相違がある。

既設管の延長は既存資料より、更新管の延長は

下福田除塵機

既設石綿管φ125L=75. 0m

8ブロック管路

既設石綿管撤去φ125 L=75.0m

施工位置

事 業 名

工 事 名

施工年度

図面の名称

図面番号

特定農業用管水路等特別対策事業

令和6年度

縮　尺

倉吉市下福田

久米ヶ原3期地区特定管( 1号幹線配水路3工区)工事

1:4000

全体図２

2-2
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333
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特定農業用管水路等特別対策事業

令和6年度 倉吉市服部

縮　尺

久米ヶ原3期地区特定管( 1号幹線配水路3工区)工事

除塵機廻り配管H14年度工事鋼管（350A＆200A）更新

31:50

施工位置

事 業 名

工 事 名

施工年度

図面の名称

図面番号



1：1000

1
：

2
0
0

150.00

155.00

160.00

165.00

170.00

175.00

180.00

曲 線

測 点

単 距 離

追 加 距 離

地 盤 高

管 中 心 高

土 被 り

工 種

勾 配

DL=145.00

150

15
5

桜

榎実谷西峰

榎実ヶ峰

服　　部

160
155

桜

榎実谷西峰

165

1
70

Ｗ
TY.19

TY.18

TY.17

TY.16

TY.15

TY.14

TY.13

TY.12

TY.11

TY.10

TY .9
TY .8

Co

Co

小屋

ビニールハウス

As

As

As

As

As

As

芝

芝

芝

KBM.1-6

KBM.1-7

H=154.456

H=172.840

E:クメガハラ分17左6

E:クメガハラ分17左7

E:クメガハラ分17左8

E:クメガハラ分17左9

E:クメガハラ分17左10

E:クメガハラ分17左11

E:クメガハラ分17左12

E:クメガハラ分17左13

接
合

接
合

1
KN
O
.
0

1KIP.1

1KIP.4
IA=6-00-06

1KIP.5
IA=2-29-50

1KIP.11
IA=9-29-38

1KIP.12
IA=9-29-36

1KIP.13
IA=9-02-31

IA=13-43-22

1KIP.16
IA=1-30-55

1
KI

P
.1

1
KI

P
.3

1
KN

O
.1

1
KN

O
.2

1
KI

P
.5

1
KN

O
.3

1
KI

P
.6

1
KI

P
.1

2

1
KN

O
.6

1
KN

O
.7

1
KN

O
.8

1
KN

O
.9

1
KI

P
.1

3

1
KN

O
.1

2

1
KI

P
.1

6

3
.0

0

3
.0

0

3
6.

5
2

0
.0

9

2
9.

8
6

2
0.

1
4

9
.1

1

2
0.

9
4

1
7.

7
4

5
0.

0
0

5
0.

0
0

5
0.

0
0

1
8.

1
7

4
6.

0
9

2
2.

2
9

3
.0

0

1
3.

4
8

5
0.

0
0

1
00

.
00

1
29

.
86

1
50

.
00

1
59

.
11

2
82

.
26

3
00

.
00

3
50

.
00

4
00

.
00

4
50

.
00

4
68

.
17

6
00

.
00

6
22

.
29

1
70

.
66

1
70

.
62

1
68

.
27

1
65

.
89

1
65

.
22

1
64

.
80

1
64

.
45

1
60

.
06

1
59

.
43

1
57

.
45

1
56

.
39

1
55

.
55

1
55

.
30

1
53

.
08

1
52

.
63

+
25

.
00

1
KN

O
.1

7
5.

0
0

2
5.

0
0

1
66

.
68

1
68

.
83

7

1
68

.
81

0

1
66

.
70

3

1
65

.
26

0

1
64

.
47

2

1
63

.
53

0

1
63

.
18

6

1
63

.
03

0

1
58

.
64

0

1
57

.
89

9

1
55

.
81

0

1
54

.
97

2

1
54

.
13

4

1
53

.
83

0

1
51

.
61

5

1
51

.
24

0

1
.6

1

1
.6

0

1
.3

5

1
.2

1

1
.2

1

1
.4

8

1
.4

0

1
.2

1

1
.2

1

1
.3

2

1
.4

3

1
.2

1

1
.2

0

1
.2

6

1
.2

8

1
.2

0

1
KN

O
.0

0
.0

0
0
.0

0
1
70

.
64

1
68

.
84

5
1
.5

9

1
KI

P
.2

7
.4

8
1
0.

4
8

1
70

.
72

1
68

.
81

8
1
.6

9

1KIP.1
IA=90-00-55

1KIP.2
IA=90-00-03 1KIP.3

IA=15-00-08

1
KI

P
.4

9
9.

9
1

1
65

.
89

2
4.

9
1

1
64

.
47

4
1
.2

0

1KIP.6
IA=8-30-13

Ａ

1
K
N
O
.
0

1
K
N
O
.
1
1

L=549.947m,SL=550.263m
DCIPφ400(ALW形,AL2種)

L=312.929m,SL=313.065m
DCIPφ350(ALW形,AL2種)

L=549.947m,SL=550.263m
DCIPφ400(ALW形,AL2種)

L=312.929m,SL=313.065m
DCIPφ350(ALW形,AL2種)S=1:1000

縦断面図(1/2)
H=1:1000
V=1:200
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今回施工　1KNO.0～1KNO.0+5.4

施工位置

事 業 名

工 事 名

施工年度

図面の名称

図面番号図示

特定農業用管水路等特別対策事業

令和6年度 倉吉市服部

縮　尺

久米ヶ原3期地区特定管( 1号幹線配水路3工区)工事
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1号幹線配水路平面縦断面図(1/2)

※土質調査結果より、換算N値=2.6～5(平均値)の軟弱砂質地盤が確認されたため
　設計基準「パイプライン」P.270より、軟弱地盤における基床厚を確保する。
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IA=4-04-13

既設管利用DCIPφ350(ALW形,AL2種)
L=312.929m,SL=313 .065m

DCIPφ350(ALW形,AL2種)
L=237.050m,SL=237.361m

L=312.9 29m,S L=313 .065m
DCIPφ350(ALW形,AL2種)

縦断面図(2/2)
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基準点座標一覧

点  名 Ｘ座標 Ｙ座標

TY.9

TY.8

TY.7

TY.6

TY.5

TY.4

TY.3

TY.2

TY.1

TK.37

TK.36

TK.35

33.123

48.429

62.812

78.619

92.196

108.569

121.734

139.091

154.257

173.438

185.675

201.961

-1632.478

-1576.584

-1518.474

-1454.565

-1399.100

-1339.501

-1291.779

-1233.286

-1177.083

-1110.378

-1066.362

-1011.102

S=1:1000
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1号幹線配水路平面縦断面図(2/2）

1号幹線配水路平面縦断面図(2/2）
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幹線
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水路再生密粒度As t=5cm

再生ｸﾗｯｼｬ-ﾗﾝ RC-40 t=18cm

市道国分寺桜線
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L2種
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35
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(1KNO.11～1KNO.17+12.93)

(1KIP.22～AIP.25-1)

基礎工(山土)

　設計基準「パイプライン」P.270より、軟弱地盤における基床厚を確保する。
※土質調査結果より、換算N値=2.6～5(平均値)の軟弱砂質地盤が確認されたため
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図示 4‐2

施工位置

事 業 名

工 事 名

施工年度

図面の名称

図面番号

特定農業用管水路等特別対策事業

令和6年度 倉吉市服部

縮　尺

久米ヶ原3期地区特定管( 1号幹線配水路3工区)工事
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※土質調査結果より、換算N値=2.6～5(平均値)の軟弱砂質地盤が確認されたため
　設計基準「パイプライン」P.270より、軟弱地盤における基床厚を確保する。
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図示 5

施工位置

事 業 名

工 事 名

施工年度

図面の名称

図面番号

特定農業用管水路等特別対策事業

令和6年度 倉吉市服部

縮　尺

久米ヶ原3期地区特定管( 1号幹線配水路3工区)工事



As

As
As

As As

As

1.0m≦幅

0.45m≦幅 振動コンパクタ

ﾊﾝﾄﾞｶﾞｲﾄﾞ式振動ﾛｰﾗ1.0m≦幅

搭乗式振動ローラ

単位 数量施工幅 施工機種

2.0m≦平均幅 ﾊﾞｯｸﾎｳ(山積)0.80m3

［1m当り］

m3

m3

m3

m2

m2

m3

m3

m3

m3

m3

タンパ0.45m＞幅

1.0m≦幅＜2.5m

砂質土

材料

路盤材

山　土

1.0m≦幅

0.45m≦幅 振動コンパクタ

ﾊﾝﾄﾞｶﾞｲﾄﾞ式振動ﾛｰﾗ1.0m≦幅

搭乗式振動ローラ

単位 数量施工幅 施工機種

2.0m≦平均幅 ﾊﾞｯｸﾎｳ(山積)0.80m3

［1m当り］

m3

m3

m3

m2

m2

m3

m3

m3

m3

m3

タンパ0.45m＞幅

1.0m≦幅＜2.5m

砂質土

材料

路盤材

山　土

管水路基礎整形

基礎工

埋戻

人力掘削

機械掘削

名称

土工数量表

-　m2

m2再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ RC-40 t=180

粒調砕石 M-30 t=*** -　m2

m2再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ RC-40 t=180

粒調砕石 M-30 t=*** 路盤工

下層路盤工

m31.0m≦幅＜2.5m発生土

山　土

山　土

山　土

山　土

m31.0m≦幅＜2.5m発生土

1.0m≦平均幅＜2.0m ﾊﾞｯｸﾎｳ(山積)0.45m3

2.18

0.62

3.69

0.45

0.18

0.36

0.44

0.51

0.74

1.92

1.0m≦平均幅＜2.0m ﾊﾞｯｸﾎｳ(山積)0.45m3

0.65

4.02

0.45

0.18

0.36

0.44

0.51

1.06

1.93

2.30

0.84

1.35

管水路基礎整形

基礎工

埋戻

人力掘削

機械掘削

名称

土工数量表

路盤工

下層路盤工

基面

法面

床掘

1

2

1

2

3

区分

床掘

4

仮復旧

仮復旧

床掘・本復旧

本復旧表層工

機械掘削

再生密粒度As t=30

路盤材

再生密粒度As t=50

2.30

2.37

2.0m≦平均幅 ﾊﾞｯｸﾎｳ(山積)0.80m3 m3

m2

m2表層工

上層路盤工

m2 3.03

0.05

管水路基礎整形

基礎工

埋戻

人力掘削

機械掘削

名称

土工数量表

路盤工

下層路盤工

基面

法面

床掘

1

2

1

2

3

区分

床掘

4

床掘・本復旧

本復旧表層工

機械掘削 路盤材

再生密粒度As t=50

2.0m≦平均幅 ﾊﾞｯｸﾎｳ(山積)0.80m3 m3

m2

0.05

仮復旧

仮復旧 再生密粒度As t=30

0.84

1.35

2.98

表層工

上層路盤工

m2

m2

2.49 表層工

上層路盤工2.42

0.45m≦幅 振動コンパクタ

ﾊﾝﾄﾞｶﾞｲﾄﾞ式振動ﾛｰﾗ1.0m≦幅

搭乗式振動ローラ

単位 数量施工幅 施工機種
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m3
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路盤材

山　土

0.45m≦幅 振動コンパクタ
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m2再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ RC-40 t=180

粒調砕石 M-30 t=***

山　土

山　土

m31.0m≦幅＜2.5m発生土
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-　
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粒度調整砕石 M-30 t=120粒度調整砕石 M-30  t=120粒度調整砕石 M-30 t=120
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再生砂
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掘 削 時

S=1:50

掘 削 時

埋 戻 時 埋 戻 時

区間1K(2)：1KIP.13～1KNO.11

（撤去:既設ACPφ400(4種)(1号幹線配水路)）

（敷設:DCIP(AL2種)φ400(1号幹線配水路)） （敷設:DCIP(AL2種)φ400(1号幹線配水路)） （敷設:DCIP(AL2種)φ350(1号幹線配水路)）
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市道国分寺桜線

仮 舗 装 本 復 旧

掘 削 時

区間1K(3)：1KNO.11～1KNO.13

（撤去:既設ACPφ400(4種)(1号幹線配水路)）

【市道国分寺桜線復旧舗装構成】

埋 戻 時
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今回施工断面

平
均

土
被

り

1
：
0
.
4

1
：
0
.
4

今回施工断面

1
：
0
.
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今回施工断面

今回施工断面

区間1K(1)：1KNO.0～1KIP.13

（撤去:既設ACPφ400(4種)(1号幹線配水路)）

埋設管標準断面図(1/3)

基礎工2(山土)

基礎工1(山土)

機械掘削

人力掘削

機械掘削

基礎工2(山土)

基礎工1(山土)

埋設表示テープ

埋設表示テープ

機械掘削

機械掘削

人力掘削

機械掘削

人力掘削

埋設表示テープ

基礎工2(山土)

基礎工1(山土)

機械掘削

既設石綿管φ400(4種)撤去

埋戻1(山土)

埋戻3(山土)

埋戻2(山土)

埋戻1(山土)

埋戻3(山土)

埋戻2(山土)埋戻1(山土)

埋戻3(山土)

埋戻2(山土)

埋戻4(発生土)

埋戻4(発生土)

埋戻4(発生土)

（注）掘削時において良質土が確保できる場合は、管頂上30cm区間より
　　　上方（埋戻2,3）に限りその使用の可否を判断すること。

（注）掘削時において良質土が確保できる場合は、管頂上30cm区間より
　　　上方（埋戻2,3）に限りその使用の可否を判断すること。

（注）掘削時において良質土が確保できる場合は、管頂上30cm区間より
　　　上方（埋戻2,3）に限りその使用の可否を判断すること。

※土質調査結果より、換算N値=2.6～5(平均値)の軟弱砂質地盤が確認されたため
　設計基準「パイプライン」P.270より、軟弱地盤における基床厚を確保する。

※土質調査結果より、換算N値=2.6～5(平均値)の軟弱砂質地盤が確認されたため
　設計基準「パイプライン」P.270より、軟弱地盤における基床厚を確保する。

※土質調査結果より、換算N値=2.6～5(平均値)の軟弱砂質地盤が確認されたため
　設計基準「パイプライン」P.270より、軟弱地盤における基床厚を確保する。

表層:再生密粒度ｱｽｺﾝ(20)

下層:再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ(RC-40)

表層:再生密粒度ｱｽｺﾝ(20)

下層:再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ(RC-40)
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：
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.
4

1：
0.4

※本復旧の際には、上層路盤をt=20すき取り
表層工を施工する。

埋戻1(山土)

埋戻3(山土)

埋戻2(山土)

埋設表示テープ

基礎工2(山土)

基礎工1(山土)

機械掘削

機械掘削

人力掘削

既設石綿管φ400(4種)撤去

埋戻4(発生土)

上層:粒調砕石(M-30) 上層:粒調砕石(M-30)

埋設管標準断面図(1/3)

施工位置

事 業 名

工 事 名

施工年度

図面の名称

図面番号

特定農業用管水路等特別対策事業

令和6年度 倉吉市服部

縮　尺

久米ヶ原3期地区特定管( 1号幹線配水路3工区)工事

1:50 6‐1



As

As

As

As

As

As

As

管水路基礎整形

基礎工

埋戻

人力掘削

機械掘削

名称

土工数量表

管水路基礎整形

基礎工

埋戻

人力掘削

機械掘削

名称

土工数量表

管水路基礎整形

基礎工

埋戻

人力掘削

機械掘削

名称

土工数量表

上層路盤工

下層路盤工

路盤工

下層路盤工

路盤工

下層路盤工

表層工

上層路盤工

表層工

機械掘削

0.45m≦幅 振動コンパクタ

ﾊﾝﾄﾞｶﾞｲﾄﾞ式振動ﾛｰﾗ1.0m≦幅

搭乗式振動ローラ

単位 数量施工幅 施工機種

2.0m≦平均幅 ﾊﾞｯｸﾎｳ(山積)0.80m3

［1m当り］

m3

m3

m3

m2

m2

m3

m3

m3

m3

m3

タンパ0.45m＞幅

1.0m≦幅＜2.5m

砂質土

材料

路盤材

山　土

0.45m≦幅 振動コンパクタ

山　土

山　土

-　m2

m2再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ RC-40 t=180

粒調砕石 M-30 t=***

m31.0m≦幅＜2.5m発生土

1.0m≦平均幅＜2.0m ﾊﾞｯｸﾎｳ(山積)0.45m3

0.79

1.24

0.54

基面

法面

床掘

1

2

1

2

3

区分

床掘

4

再生密粒度As t=30

仮復旧

仮復旧

床掘・本復旧

本復旧

路盤材

再生密粒度As t=50

2.0m≦平均幅 ﾊﾞｯｸﾎｳ(山積)0.80m3 m3

m2

m2

m2

2.55

2.64

0.05

3.00

0.45m≦幅 振動コンパクタ

ﾊﾝﾄﾞｶﾞｲﾄﾞ式振動ﾛｰﾗ1.0m≦幅

搭乗式振動ローラ

単位 数量施工幅 施工機種

2.0m≦平均幅 ﾊﾞｯｸﾎｳ(山積)0.80m3

2.0m≦平均幅 ﾊﾞｯｸﾎｳ(山積)0.80m3

［1m当り］

m3

m3

m3

m2

m2

m3

m3

m3

m3

m3

タンパ0.45m＞幅

1.0m≦幅＜2.5m

砂質土

材料

路盤材

山　土

0.45m≦幅 振動コンパクタ

-　m2

m2

m2

m2

再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ RC-40 t=180

粒調砕石 M-30 t=***

m31.0m≦幅＜2.5m発生土

山　土 -　

基面

法面

床掘

1

2

1

3

区分

床掘

4

表層工

機械掘削

表層工

上層路盤工 仮復旧

仮復旧

床掘・本復旧

本復旧

再生密粒度As t=30

路盤材

再生密粒度As t=50

2.0m≦平均幅 ﾊﾞｯｸﾎｳ(山積)0.80m3 m3

m2

0.79

0.95
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3.24

0.45m≦幅 振動コンパクタ

ﾊﾝﾄﾞｶﾞｲﾄﾞ式振動ﾛｰﾗ1.0m≦幅

搭乗式振動ローラ

単位 数量施工幅 施工機種
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m3
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表層工
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m3
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粒調砕石 M-30 t=210

1.0m≦平均幅＜2.0m ﾊﾞｯｸﾎｳ(山積)0.45m3
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掘 削 時

埋 戻 時

S=1:50

掘 削 時

埋 戻 時 埋 戻 時

区間1K(4)：1KNO.13～1KNO.17+12.93

（撤去:既設ACPφ350(3種)(1号幹線配水路)） （撤去:既設ACPφ350(3種)(1号幹線配水路)）

（敷設:DCIP(AL2種)φ350(1号幹線配水路)） （敷設:DCIP(AL2種)φ350(1号幹線配水路)） （敷設:VP(RR)φ200(1号支線配水路)）
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φ200

掘 削 時

区間1S：1SNO.0～1SEP

（撤去:既設ACPφ200(1種)(1号支線配水路)）

仮 舗 装 本 復 旧

【市道国分寺桜線復旧舗装構成】

仮 舗 装 本 復 旧

【農道復旧舗装構成】

仮 復 旧 時

区間1K(5)：1KIP.22～AIP.25-1

機械掘削

人力掘削

既設石綿管φ350(3種)撤去
機械掘削

埋設表示テープ

基礎工2(山土)

基礎工1(山土)

人力掘削

既設石綿管φ350(3種)撤去

機械掘削

埋設表示テープ

基礎工2(山土)

基礎工1(山土)

埋戻1(山土)

人力掘削

既設石綿管φ200(1種)撤去

機械掘削

埋戻4(発生土)

埋戻2'(発生土)
埋戻4(発生土)

埋戻1(山土)

埋戻3(山土)

埋戻2(山土)

埋戻4(発生土)

（注）掘削時において良質土が確保できる場合は、管頂上30cm区間より
　　　上方（埋戻2）に限りその使用の可否を判断すること。

埋設表示テープ

機械掘削

基礎工2(山土)

基礎工1(山土)

埋戻1(山土)

埋戻2(山土)

※土質調査結果より、換算N値=2.6～5(平均値)の軟弱砂質地盤が確認されたため
　設計基準「パイプライン」P.270より、軟弱地盤における基床厚を確保する。

※土質調査結果より、換算N値=2.6～5(平均値)の軟弱砂質地盤が確認されたため
　設計基準「パイプライン」P.270より、軟弱地盤における基床厚を確保する。

表層:再生密粒度ｱｽｺﾝ(20)

下層:再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ(RC-40)

表層:再生密粒度ｱｽｺﾝ(20)

下層:再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ(RC-40)
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※本復旧の際には、上層路盤をt=20すき取り
表層工を施工する。

表層:再生密粒度ｱｽｺﾝ(20)
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路盤:粒調砕石(M-30)路盤:粒調砕石(M-30)

※本復旧の際には、路盤をt=40すき取り
表層工を施工する。

路盤(M-30)t=210
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0.55

1.19

0.39

-　

-　

-　

-　

0.61

0.43

0.67

1.94

2.03

2.07

0.05

2.35

-　

-　

-　

1.21

撤去のみ区間

発生土2'

再生密粒度As t=40

-　

0.95

0.21

-　

-　

-　

-　

-　

-　

-　

-　

-　

粒度調整砕石 M-30 t=120 粒度調整砕石 M-30 t=120 粒度調整砕石 M-30 t=100

再生砂

再生砂

再生砂

再生砂

再生砂

再生砂

－－－

1
0
0

9
00

850

850

3
00

5
64

1
0
0

1
,2

0
0

425

850

想
定

土
被

り

1
：
0
.
4

1
：
0
.
4

撤去のみ区間

撤去のみ区間

（服部除塵機周り）

（服部除塵機周り）

（服部除塵機周り）

（服部除塵機周り）

撤去のみ区間

仮 復 旧 時仮 復 旧 時

撤去のみ区間

1
：
0
.
4

市道国分寺桜線

想
定

土
被

り

1：
0.4

市道国分寺桜線

埋設管標準断面図(2/3)

機械掘削

人力掘削

既設石綿管φ350(3種)撤去

埋戻4(発生土)

（注）掘削時において良質土が確保できる場合は、管頂上30cm区間より
　　　上方（埋戻2,3）に限りその使用の可否を判断すること。

※土質調査結果より、換算N値=2.6～5(平均値)の軟弱砂質地盤が確認されたため
　設計基準「パイプライン」P.270より、軟弱地盤における基床厚を確保する。

表層(再生密粒度As)t=30

下層路盤(RC-40)t=180

表層(再生密粒度As)t=30

下層路盤(RC-40)t=180

埋戻1(山土)

埋戻2'(発生土)

埋戻4(発生土)

人力掘削

既設石綿管φ350(3種)撤去

機械掘削

上層路盤(M-30)t=120
上層路盤(M-30)t=120

上層:粒調砕石(M-30) 上層:粒調砕石(M-30)

施工位置

事 業 名

工 事 名

施工年度

図面の名称

図面番号

特定農業用管水路等特別対策事業

令和6年度 倉吉市服部

縮　尺

久米ヶ原3期地区特定管( 1号幹線配水路3工区)工事

埋設管標準断面図(2/3)

1:50 6‐2



畑

畑As

畑

畑As

As As

畑
畑

畑 畑

As As

畑
畑

畑 畑

As

As

As

管水路基礎整形

基礎工

埋戻

人力掘削

機械掘削

名称

土工数量表

上層路盤工

下層路盤工

管水路基礎整形

基礎工

埋戻

人力掘削

機械掘削

名称

土工数量表

路盤工

下層路盤工

管水路基礎整形

基礎工

埋戻

人力掘削

機械掘削

名称

土工数量表

路盤工

下層路盤工

0.45m≦幅 振動コンパクタ

ﾊﾝﾄﾞｶﾞｲﾄﾞ式振動ﾛｰﾗ1.0m≦幅

搭乗式振動ローラ

単位 数量施工幅 施工機種

［1m当り］

m3

m3

m3

m2

m2

m3

m3

m3

m3

m3

タンパ0.45m＞幅

1.0m≦幅＜2.5m

砂質土

材料

路盤材

山　土

0.45m≦幅 振動コンパクタ

山　土

山　土

m2

m2

m2

再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ RC-40 t=180

m31.0m≦幅＜2.5m発生土

1.0m≦平均幅＜2.0m ﾊﾞｯｸﾎｳ(山積)0.45m3

ﾊﾞｯｸﾎｳ(山積)0.28m31.0m＞平均幅

-　

-　

-　

基面

法面

床掘

1

2

1

2

3

区分

床掘

4

路盤工

m2

粒調砕石 M-30 t=250仮復旧

機械掘削 床掘・本復旧

本復旧表層工

路盤材 m3

0.23

0.38

0.62

0.07

1.04

0.03

2.80

0.45m≦幅 振動コンパクタ

ﾊﾝﾄﾞｶﾞｲﾄﾞ式振動ﾛｰﾗ1.0m≦幅

搭乗式振動ローラ

単位 数量施工幅 施工機種

［1m当り］

m3

m3

m3

m2

m2

m3

m3

m3

m3

m3

タンパ0.45m＞幅

1.0m≦幅＜2.5m

砂質土

材料

路盤材

山　土

0.45m≦幅 振動コンパクタ

山　土

山　土

-　m2

m2

m2

m2

粒調砕石 M-30 t=***

m31.0m≦幅＜2.5m発生土

1.0m≦平均幅＜2.0m

1.0m≦平均幅＜2.0m

ﾊﾞｯｸﾎｳ(山積)0.45m3

ﾊﾞｯｸﾎｳ(山積)0.45m3

-　

基面

法面

床掘

1

2

1

2

3

区分

床掘

4

仮復旧

仮復旧

床掘・本復旧

本復旧表層工

機械掘削

表層工

上層路盤工

路盤材

再生密粒度As t=30

再生密粒度As t=40

m3

m2

0.91

0.79

1.83

0.02

0.45m≦幅 振動コンパクタ

ﾊﾝﾄﾞｶﾞｲﾄﾞ式振動ﾛｰﾗ1.0m≦幅

搭乗式振動ローラ

単位 数量施工幅 施工機種

［1m当り］

m3

m3

m3

m2

m2

m3

m3

m3

m3

m3

タンパ0.45m＞幅

1.0m≦幅＜2.5m

砂質土

材料

路盤材

山　土

0.45m≦幅 振動コンパクタ

山　土

山　土

-　m2

m2

m2

m2

粒調砕石 M-30 t=***

m31.0m≦幅＜2.5m発生土

1.0m≦平均幅＜2.0m

1.0m≦平均幅＜2.0m

ﾊﾞｯｸﾎｳ(山積)0.45m3

ﾊﾞｯｸﾎｳ(山積)0.45m3

-　

基面

法面

床掘

1

2

1

2

3

区分

床掘

4

表層工

上層路盤工

表層工

機械掘削 床掘・本復旧

本復旧

仮復旧

仮復旧 再生密粒度As t=30

路盤材

再生密粒度As t=40

m3

m2

2.01

0.91

0.79

1.47

1.69

0.02

3.05

0.97

0.16

0.06

0.22

0.11

0.67

0.49

0.15

0.19

0.40

0.25

1.46

1.65

1.77

3.00

2.09

0.36 0.36

0.15

0.19

0.40

0.17

1.60

1.66

0.47

1.0m≦平均幅＜2.0m ﾊﾞｯｸﾎｳ(山積)0.45m3

1.0m≦平均幅＜2.0m ﾊﾞｯｸﾎｳ(山積)0.45m3 1.0m≦平均幅＜2.0m ﾊﾞｯｸﾎｳ(山積)0.45m3
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1
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00
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00
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0
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00

290

4
0

9
0

2
00

1
00

220

3
0

2
202
50

掘 削 時

埋 戻 時

S=1:50

掘 削 時

埋 戻 時 埋 戻 時

区間8B-2(4)：8B-2NO.9+36.00～8B-2EP

（撤去:既設ACPφ125(8ﾌﾞﾛｯｸ管路-2)）

（敷設:VP(RR)φ125(8ﾌﾞﾛｯｸ管路-2)）

農道

農道

想
定

土
被

り

平
均

土
被

り

1：
0.4

1：
0.4

1
：
0
.
4

1
：
0
.
4

VP(RR)
φ125

区間5S(1)：5SIP.1～5SNO.11
（撤去:既設ACPφ200(5号支線配水路)）
（撤去:既設ACPφ125(9ﾌﾞﾛｯｸ管路)）

（敷設:VP(RR)φ200(支線5号配水路)）

（敷設:VP(RR)φ125(9ﾌﾞﾛｯｸ管路)）

（敷設:VP(RR)φ200(支線5号配水路)）

（敷設:VP(RR)φ125(9ﾌﾞﾛｯｸ管路)）

市道野田大沢2号線

市道野田大沢2号線 市道野田大沢2号線

1
：
0
.
4

1：
0.4

想
定

土
被

り

1：
0.4

想
定

土
被

り

1：
0.4

想
定

土
被

り

想
定

土
被

り

1
：
0
.
4

1
：
0
.
4

1：
0.4

1
：
0
.
4

1：
0.4

1：
0.4

VP(RR)φ200 VP(RR)φ200VP(RR)φ125 VP(RR)φ125

平
均

土
被

り

平
均

土
被

り

平
均

土
被

り

平
均

土
被

り

平
均

土
被

り

仮 舗 装 本 復 旧

【農道復旧舗装構成】

仮 舗 装 本 復 旧

掘 削 時

区間5S(2)：5SNO.11～5SNO.12+47.00
（撤去:既設ACPφ200(5号支線配水路)）
（撤去:既設ACPφ125(9ﾌﾞﾛｯｸ管路)）

市道野田大沢2号線

【市道野田大沢2号線復旧舗装構成】

仮 復 旧 時 仮 復 旧 時 仮 復 旧 時

人力掘削

既設石綿管φ125撤去

機械掘削

機械掘削

埋戻4(発生土)

埋戻1(山土)

埋設表示テープ

埋戻2(山土)

基礎工1(山土)

基礎工2(山土)

（注）掘削時において良質土が確保できる場合は、管頂上30cm区間より
　　　上方（埋戻2）に限りその使用の可否を判断すること。

人力掘削

既設石綿管φ200撤去

(5号支線配水路)

機械掘削

人力掘削

既設石綿管φ200撤去

機械掘削
機械掘削

人力掘削

既設石綿管φ125撤去

(9ﾌﾞﾛｯｸ管路) (5号支線配水路)

機械掘削

人力掘削

既設石綿管φ125撤去

(9ﾌﾞﾛｯｸ管路)

埋戻4(発生土)
埋戻4(発生土)

埋戻4(発生土) 埋戻4(発生土)

機械掘削
機械掘削

(5号支線配水路) (5号支線配水路)(9ﾌﾞﾛｯｸ管路) (9ﾌﾞﾛｯｸ管路)

埋戻1(山土) 埋戻1(山土)

埋戻2(山土)

埋設表示テープ

埋戻2(山土)

埋設表示テープ

（注）掘削時において良質土が確保できる場合は、管頂上30cm区間より
　　　上方（埋戻2）に限りその使用の可否を判断すること。

（注）掘削時において良質土が確保できる場合は、管頂上30cm区間より
　　　上方（埋戻2）に限りその使用の可否を判断すること。

基礎工1(山土)

基礎工2(山土)

基礎工1(山土)

基礎工2(山土)

※土質調査結果より、換算N値=2.6～5(平均値)の軟弱砂質地盤が確認されたため
　設計基準「パイプライン」P.270より、軟弱地盤における基床厚を確保する。

※土質調査結果より、換算N値=2.6～5(平均値)の軟弱砂質地盤が確認されたため
　設計基準「パイプライン」P.270より、軟弱地盤における基床厚を確保する。

※土質調査結果より、換算N値=2.6～5(平均値)の軟弱砂質地盤が確認されたため
　設計基準「パイプライン」P.270より、軟弱地盤における基床厚を確保する。

表層:再生密粒度ｱｽｺﾝ(20)

1
：
0
.
4

1：
0.4

路盤:粒調砕石(M-30)路盤:粒調砕石(M-30)

表層:再生密粒度ｱｽｺﾝ(20)

下層:再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ(RC-40)

表層:再生密粒度ｱｽｺﾝ(20)

下層:再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ(RC-40)

1
：
0
.
4

1：
0.4

※本復旧の際には、上層路盤をt=10すき取り
表層工を施工する。

※本復旧の際には、路盤をt=30すき取り
表層工を施工する。

路盤(M-30)t=250

表層(再生密粒度As)t=30

下層路盤(RC-40)t=200

表層(再生密粒度As)t=30

下層路盤(RC-40)t=200

再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ RC-40 t=200 再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ RC-40 t=200

再生密粒度As t=30

粒調砕石 M-30 t=100粒調砕石 M-30 t=100粒調砕石 M-30 t=100

今回施工
既設管撤去のみ

-　

-　

-　

0.16

0.67

0.50

-　

-　

-　

-　

-　

-　

-　

-　

-　

-　

再生砂

再生砂

再生砂

再生砂

再生砂

再生砂

－－－

埋設管標準断面図(3/3)

今回施工（既設管撤去のみ）

今回施工（既設管撤去のみ）

上層:粒調砕石(M-30)上層:粒調砕石(M-30)

上層路盤(M-30)t=100

上層路盤(M-30)t=100

施工位置

事 業 名

工 事 名

施工年度

図面の名称

図面番号

特定農業用管水路等特別対策事業

令和6年度

縮　尺

倉吉市下福田

久米ヶ原3期地区特定管( 1号幹線配水路3工区)工事

埋設管標準断面図(3/3)

1:50 6‐3



S=1:20

S=1:20

150

6
0

6
0

550

材料表

制水弁工構造図

(18N-25-8)

②

③

④

①

⑤

鋼製蓋詳細図 (参考図)

名　称

埋設測点

①

②

③

④

⑤

⑥

材料
均しコンクリート

基礎採石 RC-40、t=100

U450用蓋

鋼製蓋φ550

1K1号制水弁工

1号幹線配水路 1KNO.0+5.00

ソフトシール仕切弁φ400(0.75Mpa,既設再利用)

RC管φ450

均しコンクリート

基礎砕石(RC-40)

U450用蓋

ソフトシール仕切弁
φ400(既設再利用)

普通鋼板

取手
(丸鋼φ13)

t=3.2

0.5m 0.3m 0.1m － － － 0.2m 0.1m 0.1m － － 0.2m

－ － － － －

1
00

1
,1

0
0

U450用蓋

振止めφ240

１

１

φ200
(0.75Mpa)

－

※保護工はJWWA K 148に準ずるものとする。
　図は参考図である。

④

⑤

水道用レジンコンクリート製ボックス
調整リングRB25(K)，φ250，H=100

１

－ － － － － － － － －

普通鋼板 t=3.2

丸鋼 φ13 0.56 kg

鋼製蓋 1枚当り

9.04 kg

制水弁保護工詳細図

1K1号制水弁工
(φ400)

⑥

RC管φ450、L=1100

－ － －
水道用レジンコンクリート製ボックス
上下部壁RB25(CA)，φ250，H=150 １

－水道用レジンコンクリート製ボックス
上下部壁RB25(CA)，φ250，H=300

１

－

－

－

－

制水弁工(φ200以下)数量表

③

鋼製蓋φ550

⑥

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

１ １ １ １ １

－ － － － － － － － － － － －

ソフトシール仕切弁

延長ロッドφ38(SUS304)

１

１

φ200
(0.75Mpa)

１

１

φ200
(0.75Mpa)

１

φ200
(0.75Mpa)

１

φ150
(0.75Mpa)

１

φ150
(0.75Mpa)

１

１

φ125
(0.75Mpa)

１

１

φ125
(0.75Mpa)

１

１

φ125
(0.75Mpa)

１

１

0.3m

φ125
(0.75Mpa)

１

φ125
(0.75Mpa)

１

φ125
(0.75Mpa)

１

１

φ125
(0.75Mpa)

１

φ125
(0.75Mpa)

－ － － － －

１

１

9ブロック管路
9B5号制水弁工
9B-2NO.0+4.00

１

１

9ブロック管路
9B6号制水弁工
9B-3NO.0+3.00

１

１

9ブロック管路
9B7号制水弁工
9B-4NO.0+5.00

１

13ブロック管路
13B1号制水弁工
5SNO.14+27.70

－

水道用レジンコンクリート製ボックス
中部壁RB25(B)，φ250，H=300

水道用レジンコンクリート製ボックス
中部壁RB25(B)，φ250，H=200

－

１

－

－

－

－

－

－

－ －

－

－ －

－

－

１

－

－

－

－ －

－

－１

水道用レジンコンクリート製ボックス
中部壁RB25(B)，φ250，H=150

１

１

－

１

－ － －

水道用レジンコンクリート製ボックス
下部壁RB25(C)，φ250，H=300

１ １ １ １ １ １ １ １ １ １－

⑦ － － － － － － － － － －
水道用レジンコンクリート製ボックス
下部壁RB25(C)，φ250，H=200 － １

－

－

１

－ － － － － － － －

－ － － － －－水道用レジンコンクリート製ボックス
中部壁RB25(B)，φ250，H=100

１

－

１

－

１

－

１

－

－

－

１

－

水道用レジンコンクリート製ボックス
底版RB25(P)，φ250，H=40 １ １ １ １ １ １ １ １ １

１

8ブロック管路
8B2号制水弁工
8B-2NO.0+6.00

１

１

9ブロック管路
9B1号制水弁工
5SNO.2+10.00

１

１

9ブロック管路
9B2号制水弁工
5SNO.5+3.00

１

１

9ブロック管路
9B3号制水弁工
5SNO.6+44.00

１

１

9ブロック管路
9B4号制水弁工
9B-1NO.0+6.00

－

－ － － － － － －

S=1:20

1
00

5
0

1
00

30050 50
163 163

土
被

り
　

1
,6

3
0

番
号

①

②
水道用レジンコンクリート製ボックス
上部壁RB25(A)，φ250，H=150

水道用円形鉄蓋１号φ250，H=150 １

１

2号支線配水路
2S1号制水弁工
2SNO.0+3.00

名　称

１

１

2号支線配水路
2S2号制水弁工

2SEP

１

１

5S号支線配水路
5S1号制水弁工
5SNO.0+12.00

１

5S号支線配水路
5S2号制水弁工
5SNO.14+29.00

１

１

8ブロック管路
8B1号制水弁工
8B-1NO.5+30.00

１

S=1:20

①

②

③

制水弁工
(φ200以下)

⑤

⑥

⑧

⑪

振止めφ240

U450用蓋

□650×t100

ソフトシール仕切弁

　　　　延長ロッドφ38(SUS304)

基礎砕石(RC-40)

制水弁工構造図
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久米ヶ原3期地区特定管( 1号幹線配水路3工区)工事
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施工位置

事 業 名

工 事 名

施工年度

図面の名称

図面番号



S=1:20
1
00

S=1:20

6
00

5
0

1
00

1
00

50 250 300 250 50

900

土
被

り
　

1
,6

6
0

S=1:20

材料表

720

6
06
0

150

普通鋼板 t=3.2

丸鋼 φ13

14.07 kg

0.56 kg

鋼製蓋 1枚当り

900

800

DCIPフランジ短管
φ75

①

②

③

④

⑤

2
00

1
00

4
0

1
00

2
00

2
00 円
形

φ
6
00

(T
-
25

)

空
気

弁
ボ

ッ
ク

ス

①

②

水道用円形鉄蓋４号φ600，H=100

水道用レジンコンクリート製ボックス
上部壁RB60(A)，φ600，H=200

水道用レジンコンクリート製ボックス
底版RB60(P)，φ600，H=40

③ 水道用レジンコンクリート製ボックス
中部壁RB60(B)，φ600，H=200

水道用レジンコンクリート製ボックス
下部壁RB60(C)，φ600，H=200

１

１

１④

⑤

DCIPフランジ短管φ75(0.75MPa)
L=300×1
L=400×1

L=300×1
L=400×1

※保護工はJWWA K 148に準ずるものとする。
　図は参考図である。

急速空気弁(フランジ型)

水道用補修弁(フランジ型) H=100

φ75(鋳鉄製)
(0.75Mpa)

φ75(鋳鉄製)
(0.75Mpa)

φ75(鋳鉄製)
(0.75Mpa)

φ75(鋳鉄製)
(0.75Mpa)

①

②

1
00

8
0

1
00

DCIPフランジ短管
φ7560050 50

700

⑨

角
型

33
0
*4

40

空
気

弁
ボ

ッ
ク

ス

１

１

－

－

－

－

－

8ブロック管路
8B7号空気弁工

8B-2NO.11

１

１

－

－

－

－

9ブロック管路
9B1号空気弁工
5SNO.0+13.00

１

１

9ブロック管路
9B2号空気弁工
5SNO.2+12.00

１

１

－

－

－

－

9ブロック管路
9B3号空気弁工
5SNO.5+5.00

１

１

－

－

－

－

9ブロック管路
9B4号空気弁工
5SNO.6+42.00

１

１

－

－

－

－

－

9ブロック管路
9B5号空気弁工
5SNO.9+13.50

１

１

－

－

－

－

9ブロック管路
9B6号空気弁工
9B-1NO.0+8.00

１

１

－

－

－

－

9ブロック管路
9B7号空気弁工
9B-1NO.4+33.70

１

１

－

－

－

－

9ブロック管路
9B8号空気弁工
9B-2NO.0+6.00

１

１

－

－

－

－

－

9ブロック管路
9B9号空気弁工
9B-3NO.0+4.50

１

１

－

－

－

－

－

9ブロック管路
9B10号空気弁工
9B-3NO.2+48.00

１

１

－

－

－

－

9ブロック管路
9B11号空気弁工
9B-4NO.0+7.00

１

１

－

－

－

－

－

13ブロック管路
13B1号空気弁工
5SNO.14+30.18

－

－ － － － － － － － － －

１

１

L=200×1

１

１

１

L=400×1

－

－

－

－

１

１

１

L=400×1

１

１

１

L=300×1

１

１

１

L=300×1

１

１

L=150×1

１

１

１

L=250×1
L=300×1

１

１

１

L=150×1
L=200×1

１

１

－

H=50×1

L=150×1

１

１

H=50×1

L=250×1

１

１

１

１

１

L=400×1

１

１

H=50×1

L=150×1

φ25(鋳鉄製)
(0.75Mpa)

φ25(鋳鉄製)
(0.75Mpa)

φ25(鋳鉄製)
(0.75Mpa)

φ25(鋳鉄製)
(0.75Mpa)

φ25(鋳鉄製)
(0.75Mpa)

φ25(鋳鉄製)
(0.75Mpa)

φ25(鋳鉄製)
(0.75Mpa)

φ25(鋳鉄製)
(0.75Mpa)

φ25(鋳鉄製)
(0.75Mpa)

φ25(鋳鉄製)
(0.75Mpa)

φ25(鋳鉄製)
(0.75Mpa)

φ25(鋳鉄製)
(0.75Mpa)

φ25(鋳鉄製)
(0.75Mpa)

①

②

１

名　称
番
号

鉄蓋　角形440×330　H=100

角形レジンコンクリート製ボックス
上部壁RB4433(A)，440×330，H=200

角形レジンコンクリート製ボックス
中部壁RB4433(B)，440×330，H=100

角形レジンコンクリート製ボックス
中部壁RB4433(B)，440×330，H=200

角形レジンコンクリート製ボックス
上下部壁RB4433(AC)，440×330，H=200

角形レジンコンクリート製ボックス
中下部壁RB4433(BC)，440×330，H=100

１コンクリート底版，600×200，H=80

角形レジンコンクリート製ボックス
中下部壁RB4433(BC)，440×330，H=200

角形レジンコンクリート製ボックス
下部壁RB4433(CN)，440×330，H=400

空気弁工φ25数量表

－

－

－

－

－

1号支線配水路
1S1号空気弁工
1SNO.0+3.00

１

１

－

－

－

－

2号支線配水路
2S1号空気弁工
2SNO.0+5.00

１

2号支線配水路
2S2号空気弁工
2SNO.2+36.00

１

5号支線配水路
5S1号空気弁工
5SNO.0+14.00

１

１

5号支線配水路
5S2号空気弁工
5SNO.9+20.00

１

１

5号支線配水路
5S3号空気弁工
5SNO.14+31.00

１

１

5号支線配水路
5S4号空気弁工
5SNO.21+31.00

１

１

5号支線配水路
5S5号空気弁工
5SNO.27+39.00

１

１

8ブロック管路
8B1号空気弁工
8B-1NO.2+29.00

１

8ブロック管路
8B2号空気弁工
8B-1NO.5+32.00

１

１

－

－

－

－

－

8ブロック管路
8B3号空気弁工
8B-1NO.9+35.00

１

１

－

－

－

－

－

8ブロック管路
8B4号空気弁工

8B-1NO.12

１

１

－

－

－

－

－

8ブロック管路
8B5号空気弁工
8B-2NO.0+8.00

１

１

－

－

－

－

－

8ブロック管路
8B6号空気弁工
8B-2NO.2+31.00

１

１

１

急速空気弁(フランジ付ねじ込み型)

－L=200×1

－ － － － －
角形レジンコンクリート製ボックス
調整リングRB4433(K)，440×330

H=30×1
H=50×1

１

１

L=300×2
L=300×1
L=400×1

１

－

－

－

－

１

－

１

１

L=150×1
L=200×1

１

－

－

－

－

１

－

１

１

－

－

－

－

１

－

１

L=100×1

－

－

－

－

１

－

１

L=100×1

－

－

－

－

１

－

１

L=150×1

H=50×1

－

－

－

－

１

－

１

H=30×1
H=50×1

L=150×1

－

－

－

－

１

－

１

H=50×1

L=100×1

１

－

－

－

－

１

－

１

H=50×1

L=100×1

１

１

L=100×1

１

１

１

１

H=50×1

L=250×1

１

１

H=30×1
H=50×1

L=250×1

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

φ25(鋳鉄製)
(0.75Mpa)

φ25(鋳鉄製)
(0.75Mpa)

φ25(鋳鉄製)
(0.75Mpa)

φ25(鋳鉄製)
(0.75Mpa)

φ25(鋳鉄製)
(0.75Mpa)

φ25(鋳鉄製)
(0.75Mpa)

φ25(鋳鉄製)
(0.75Mpa)

φ25(鋳鉄製)
(0.75Mpa)

φ25(鋳鉄製)
(0.75Mpa)

φ25(鋳鉄製)
(0.75Mpa)

φ25(鋳鉄製)
(0.75Mpa)

φ25(鋳鉄製)
(0.75Mpa)

φ25(鋳鉄製)
(0.75Mpa)

φ25(鋳鉄製)
(0.75Mpa)

DCIPフランジ短管φ75(0.75MPa)

※図は参考図である。

①

②

名　称
番
号

鉄蓋　角形440×330　H=100

角形レジンコンクリート製ボックス
上部壁RB4433(A)，440×330，H=200

角形レジンコンクリート製ボックス
中部壁RB4433(B)，440×330，H=100

角形レジンコンクリート製ボックス
中部壁RB4433(B)，440×330，H=200

角形レジンコンクリート製ボックス
上下部壁RB4433(AC)，440×330，H=200

角形レジンコンクリート製ボックス
中下部壁RB4433(BC)，440×330，H=100

コンクリート底版，600×200，H=80

角形レジンコンクリート製ボックス
中下部壁RB4433(BC)，440×330，H=200

角形レジンコンクリート製ボックス
下部壁RB4433(CN)，440×330，H=400

空気弁工φ25数量表

急速空気弁(フランジ付ねじ込み型)

角形レジンコンクリート製ボックス
調整リングRB4433(K)，440×330

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

DCIPフランジ短管φ75(0.75MPa)

※図は参考図である。

⑧

50 50

空気弁工構造図

(18N-25-8)

空気弁保護工詳細図

1K1号空気弁工
φ75

①

②

③

④

④

⑤

⑥

⑦

⑧

鋼製蓋詳細図

名　称

埋設測点

①

1K1号空気弁工

1号幹線配水路 1KNO.0+7.50

②

③

④

均しコンクリート

基礎採石 RC-40、t=100

RC管φ600、L=600⑤

⑥

⑦

⑧ 鋼製蓋φ720

材料

急速空気弁φ75(鋳鉄製,0.75Mpa)

水道用補修弁φ75(鋳鉄製,0.75Mpa、H=100)

DCIPフランジ短管φ75(L=150･0.75Mpa)

DCIPフランジ短管φ75(L=500･0.75Mpa)

空気弁工φ75 空気弁工φ25

RC管φ600

鋼製蓋φ720

均しコンクリート

基礎砕石(RC-40)

普通鋼板

(丸鋼φ13)
取手

t=3.2

基礎砕石(RC-40)

(フランジ式)

(フランジ式,H=100)

急速空気弁(鋳鉄製,0.75Mpa)

補修弁(鋳鉄製,0.75Mpa)

基礎砕石(RC-40)

(フランジ式)
急速空気弁(鋳鉄製,0.75Mpa)

As
As

１

１

名　称
番
号

1号幹線配水路
1K2号空気弁工
1KNO.9+30.00

空気弁工φ75数量表

１

１

１

１

１

1号幹線配水路
1K3号空気弁工
1KNO.18+25.00

空気弁工構造図
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施工位置

事 業 名

工 事 名

施工年度

図面の名称

図面番号



150

15
5

桜

榎実谷西峰

榎実ヶ峰

服　　部

160
155

桜

榎実谷西峰

榎実ヶ峰

服　　部

165

1
70

Ｗ
TY.19

TY.18

TY.17

TY.16

TY.15

TY.14

TY.13

TY.12

TY.11

TY.10

TY .9
TY .8

Co

Co

小屋

ビニールハウス

As

As

As

As

As

As

芝

芝

芝

KBM.1-6

KBM.1-7

H=154.456

H=172.840

E:クメガハラ分17左6

E:クメガハラ分17左7

E:クメガハラ分17左8

E:クメガハラ分17左9

E:クメガハラ分17左10

E:クメガハラ分17左11

E:クメガハラ分17左12

E:クメガハラ分17左13

接
合

接
合

1
KN
O
.1

1
KN
O
.4

1
KN
O
.
0

1KIP.1

1KIP.3

1KIP.2

1
KN

O.2

1KIP.4

1KIP.5

1
KN

O
.3

1KIP.6
1KIP.7 1KIP.8

1KIP.9 1KIP.10

1KIP.11
1KIP.12

1
KN
O
.6

1
K
N
O
.5

1
KN
O
.7

1
KN
O
.8

1
KN
O
.9

1KIP.13

1
K NO

.1
0

1KIP.14

1
KN
O.1

1 1KIP.15

1KN
O
.1
2

1KIP.16

1
KN

O
.1

3

Ａ

Ａ

点  名 Ｘ座標 Ｙ座標

-215.442

-178.506

-152.031

-119.790

-92.864

-60.008

-42.212

-29.743

-13.283

15.051

33.123

48.429 -1576.584

-1632.478

-1685.955

-1749.730

-1815.696

-1874.043

-1937.852

-2013.234

-2063.157

-2114.833

-2177.752

-2221.025TY.19

TY.18

TY.17

TY.16

TY.15

TY.14

TY.13

TY.12

TY.11

TY.10

TY.9

TY.8

基準点座標一覧

KBM.1-4

神　坂

箕ヶ平

榎実谷西峰

榎実ヶ峰

服　　部

服
部

今
在

家
線

服
部

今
在

家
線

桜

H
Pφ

4
0
0

1-8

1-7

1-6

Ｗ

服部除 塵機

TY .9
TY .8

TY .7

TY .6

TY .5

TY .4

TY .3

TY .2

TY .1

TK.37

TK.36
TK.35

As

As

As

As

As

As

ビ
ニ

ー
ル

ハ
ウ

ス

1-22

1-23

小屋
Co

小屋
1-21

1-17

三角点

1-3

1-1

1-5

1-4
小屋

小屋

牛

止マレ

止マレ

T Y . 7 1 5 0 . 9 5

H=132.353
E:クメガハラ分12

E:クメガハラ分13

E:クメガハラ分14

E:クメガハラ分15
E:クメガハラ分16

E:クメガハラ分17

E:クメガハラ分18

E:クメガハラ分17左2
E:クメガハラ分17左3

E:クメガハラ分17左4

E:クメガハラ分17左5
E:クメガハラ分17左6

接
合

接
合

1KIP.16

1KIP.20

1KN
O
.1
2

平面図(2/2)
S=1:1000

E:クメガハラ分17左1

1KIP.23

1KIP.22

1
KNO

.1
8

1
KN

O
.1

9

1
KN

O
.2

0

1
KN

O
.2

1

1
KN

O
.2

2

AIP.25-1

1
KN
O
.1
7

1KIP.19

1KIP.21

1
KN
O
.1
6

1
KN
O
.1
5

1KIP.18

1
KN
O
.1
4

1
KN

O
.1

3 1KIP.17

Ａ

点  名 Ｘ座標 Ｙ座標

TY.9

TY.8

TY.7

TY.6

TY.5

TY.4

TY.3

TY.2

TY.1

TK.37

TK.36

TK.35

33.123

48.429

62.812

78.619

92.196

108.569

121.734

139.091

154.257

173.438

185.675

201.961

-1632.478

-1576.584

-1518.474

-1454.565

-1399.100

-1339.501

-1291.779

-1233.286

-1177.083

-1110.378

-1066.362

-1011.102

基準点座標一覧

蛇口工φ20撤去・再設置

市道舗装復旧図
S=1：25

表層（再生密粒度アスコン）

※地形図は、道路台帳を転写して作成している。

下層路盤（再生クラッシャーラン RC-40）

S=1:1000

平面図(1/2)

蛇口工φ20撤去・再設置

1
00

1
80

5
0

1号幹線配水路 撤去復旧図

モルタル充填（立木、祠等撤去困難）

モルタル充填
（防風林撤去困難）

※服部除塵機周り配管の既設塩ビ管区間は再利用

Ａ

既設空気弁工(双口)φ100撤去

既設空気弁工(双口)φ100撤去

既設制水弁工φ400撤去
※制水弁本体は1K1号制水弁工に利用

既設空気弁工(双口)φ100撤去

カーブミラー撤去再設置
N=1本

石綿管φ350L=4m存置

既設制水弁工φ350撤去

既設空気弁工(双口)φ75撤去蛇口工φ20撤去・再設置

上層路盤（粒度調整砕石 M-30）

20.0m 9 2 . 0 m

特定農業用管水路等特別対策事業

令和6年度 倉吉市服部

縮　尺

久米ヶ原3期地区特定管( 1号幹線配水路3工区)工事

1号幹線配水路 石綿管φ400(4種)撤去 L=627m
（うちモルタル充填L=100m）

モルタル充填 L=100.0m
（立木撤去困難）

1号幹線配水路 石綿管φ400(4種)撤去 L=627m（うちモルタル充填L=100.0m）

1号幹線配水路撤去復旧図

9

1号幹線配水路 石綿管φ3 50  ( 3種 ) 撤去 L= 4 6 4 m  (うちモルタル充填L= 1 1 2 . 0 m )

1:1000

施工位置

事 業 名

工 事 名

施工年度

図面の名称

図面番号



榎実ヶ峰

服　　部

服部今在家線
Ｗ

140

140

服部除 塵機

TY .5

TY .4

TY .3

As

As

As

Co

小
屋

1-21

1-17

三角点

1-20

1-19
1-18

1-1

1-3

止
マ

レ

止
マ

レ

TY.4-1 TY.4-2

E:クメガハラ分16

E:クメガハラ分17

E:クメガハラ分18
E:クメガハラ分19 E:クメガハラ分20

E:クメガハラ分21
E:クメガハラ分22

E:クメガハラ分23

E:クメガハラ分17左1

平面図

S=1:1000

VPφ
150

VPφ150

1SNO.0

1SIP.1

1
SN

O
.1

1
SN

O
.2

1
SN

O
.3

1
SN

O
.4 1SIP.2

1SEP

Ａ

点  名 Ｘ座標 Ｙ座標

TY.4-2

TY.4-1

TY.5

TY.4

TY.3

257.704

179.411

92.196

108.569

121.734

-1344.030

-1345.299

-1399.100

-1339.501

-1291.779

基準点座標一覧

S=1：25

表層（再生密粒度アスコン）

農道管理道舗装復旧図

路盤（粒度調整砕石 M-30）

L=農水横断管復旧幅(現道幅員)

※農水横断管は現況埋設深さを基本として、現道全幅員内を改修する。
　尚、現況埋設深さが本管管頂より30cm内にかかる場合は、上越しに
　て横断すること。
　農水横断管の位置及び管径は、既存資料、聞き取りによる想定であ
　るので、施工に際しては現地の埋設位置、管径を確認の上、適切に
　接続すること。

更新管 布設

既設石綿管 撤去

農水横断管(VP) 撤去・復旧

1号支線配水路 撤去復旧図

S=1：50

農水横断管復旧図

メカ形ドレッサー
離脱防止金具付、農水用

メカ形ドレッサー
離脱防止金具付、農水用

農水横断管復旧
VPφ100 L=3.0m
舗装復旧 L=1.3m

1
70
4
0

As

As

図示

モルタル充填
（小屋撤去困難）

Ａ

文字「止マレ」復旧 L=4.0m(15cm換算)

停止線(実線・白・20cm)復旧 L=3.6m

1号支線配水路 石綿管φ200(1種)撤去 L=188m（うちモルタル充填L=137.0m）

1 2 .0ｍ

特定農業用管水路等特別対策事業

令和6年度 倉吉市服部

縮　尺

久米ヶ原3期地区特定管( 1号幹線配水路3工区)工事

1 2 5 . 0 m

モルタル充填

1号支線配水路撤去復旧図

10

施工位置

事 業 名

工 事 名

施工年度

図面の名称

図面番号



平面図

S=1:1000

点  名 Ｘ座標 Ｙ座標

2453.074

2400.366

2336.073

2274.292

2206.368

2148.583

2087.057

2028.056

2011.786

2018.803

816.394

817.896

800.573

792.596

794.646

795.425

798.803

806.415

867.390

928.995

TY.48

TY.47

TY.46

TY.45

TY.44

TY.43

TY.42

TY.41

TY.40

TY.34

基準点座標一覧8ブロック管路-2 撤去復旧図

TY.41

TY.42

TY.43 TY.44
TY.45

TY.46

TY.47
TY.48 KBM.3-3

H=63.967
70

65

市
道
下
米
積
大
沢
線

8-21

ビニールハウス

8-22
仕切弁

仕切弁
8-24

空気弁

8-25

仕切弁

仕切弁

仕切弁

8-23

ビニールハウス

ビニールハウス
ビニールハウス

Con

T:久米中支16L45
E:タカシロカン3右61

8B-2IP.2

8B-
2
NO
.
3

8
B-

2
NO

.
4

8B-2IP.3

8B-2IP.4

8
B-

2
NO

.
5

8
B-

2
NO

.
6

8
B-

2
NO

.
7

8B-2IP.5

8
B-2

NO
.
8

8
B-2

NO
.
9

8
B-
2
NO
.
10

8
B-
2
NO
.
11

8B-2EP

8B-2IP.6

Ａ
Ａ

Ｄ
3
0

2
20

メカ型ドレッサーφ100

メカ型曲管φ100×22°1/2

メカ型T字管φ〇〇〇×100※1

l※
2

給水管V Pφ 100 L m

既
設

管
推

定
土

被
り

9
5
0

既
設

管
推

定
土

被
り

7
0
0

8ブロック管路 石綿管φ150(2種(推定))撤去 L=166m 8ブロック管路 石綿管φ125(2種(推定))撤去 L=328m

既設制水弁工φ100撤去

既設制水弁工φ100撤去

既設空気弁工撤去
(給水栓工8-22)
給水管長L=2.5m

給水分岐工Ⅰ型復旧

給水分岐工Ⅰ型復旧
(給水栓工8-23)
給水管長L=3.0m

1号既設接続分岐φ100
分岐工復旧

分岐管L=2.0m

分岐工復旧

分岐管L=2.0m
2号既設接続分岐φ100

蛇口工20A 復旧

L=1.7m
道路側溝復旧

1
50

6
70 4
30

9
0

95 360 95

100 550 100

150 250 150

1
50

※底版厚は推定である。
　施工時に形状を確認し原形復旧すること。

S=1：25

表層（再生密粒度アスコン）

農道管理道舗装復旧図

路盤（粒度調整砕石 M-30）

給水分岐工Ⅰ型模式図

番
号

①

②
水道用レジンコンクリート製ボックス
上部壁RB25(A)，φ250，H=150

水道用円形鉄蓋１号φ250，H=150 １

１

名　称

③

④
水道用レジンコンクリート製ボックス
下部壁RB25(C)，φ250，H=300

１

制水弁工数量表

水道用レジンコンクリート製ボックス
中部壁RB25(B)，φ250，H=100

１

□650×t100
④ 基礎砕石(RC-40)

③

①

②

S=1:25

1号既設接続分岐φ100
(制水弁工)

□650×t100

基礎砕石(RC-40)

S=1:25

2号既設接続分岐φ100
(制水弁工)

①

⑤

⑥⑥

水道用レジンコンクリート製ボックス
底版RB25(P)，φ250，H=40

１

ソフトシール仕切弁
φ100

(0.75Mpa)

⑤

⑥

水道用レジンコンクリート製ボックス
上下部壁RB25(CA)，φ250，H=300

－

1号既設接続
分岐φ100

１

１

φ100
(0.75Mpa)

U450用蓋 １

※保護工はJWWA K 148に準ずるものとする。
　図は参考図である。

１

2号既設接続
分岐φ100

－

－

－

１

グレーチング蓋
再利用

道路側溝

砕石 RC-40

S=1：20

道路側溝復旧

ブ
ロ
ッ
ク
管
路

既設給水路

※1：分岐側を22° 1/2下向きに設置する。
※2：既設給水管の深さによって調整する。

特定農業用管水路等特別対策事業

令和6年度

縮　尺

倉吉市下福田

久米ヶ原3期地区特定管( 1号幹線配水路3工区)工事

8ブロック管路-2撤去復旧図

111:1000

今回施工　石綿管φ125撤去　L=75.0m

施工位置

事 業 名

工 事 名

施工年度

図面の名称

図面番号



6543 7 8

1号幹線配水路既設管

（DCIP-ALW形φ350）へ接続

A
I
P
.
2
5
-
1

(
1
K
N
O
.
2
2
+
3
4
.
2
5
5
)

K形継ぎ輪 φ350
HB=00-00-00
VB=02-20-58
CB=02-20-58

AIP.25-1
(1KNO.22+34.255)

0.400

0.400
1
K
I
P
.
1
9

(
1
K
N
O
.
1
7
+
8
.
0
8
)

0.205

0.205

(
1
K
N
O
.
1
7
+
1
0
.
9
3
)

1
K
I
P
.
2
0

K-K

2.852 2.000

1
K
N
O
.
1
7
+
1
2
.
9
3

K-

服部除塵機廻り
既設配管へ接続

　　Yスリーブ
(DCIPφ350×ACPφ350)

1KIP.19
(1KNO.17+8.08)

1KIP.20
(1KNO.17+10.93)

K形両受曲管 φ350×90°
ALW形対応K形特殊押輪φ350

K形特殊押輪φ350
HB=90-00-18
VB=00-00-00
CB=90-00-18

K形両受曲管 φ350×45°
K形特殊押輪φ350×2組
HB=45-46-05
VB=02-07-09
CB=45-48-22

0.150

0.150

ALW形 直管 6.000
0.095

0.095

1
K
I
P
.
2
3

(
1
K
N
O
.
1
8
+
5
.
4
0
)

服部除塵機廻り　既設配管より

1
K
I
P
.
2
2

(
1
K
N
O
.
1
7
+
4
7
.
2
1
)

1
K
N
O
.
1
7
+
4
8
.
2
1

T-K

8.196

 -T

既設VM管3.000

既設接続

VCドレッサー(離防付)
(VMφ350×DCIPφ350)

FRP製曲管(離防付) φ350×11°1/4
HB=13-38-01
VB=00-13-50
CB=13-37-32

1KIP.22
(1KNO.17+47.21)

1KIP.23
(1KNO.18+5.40)

K形両受曲管 φ350×11 1/4°
ALW形対応K形特殊押輪φ350×2組
HB=11-54-56
VB=00-00-00
CB=11-54-56

1KNO.21＋30.5

K形継ぎ輪 φ350
HB=00-00-00
VB=02-20-58
CB=02-20-58

1
K
N
O
.
2
1
＋

3
0
.
5

K-T

0.095

0.095

0.095

0.095

ALW形 直管 7@6.000=42.000

T-T×7 K-KK-K

K形両受曲管 φ350×11 1/4°

VB=00-00-00

1KNO.22+26.185

ALW形対応K形特殊押輪φ350×1組
K形特殊押輪φ350×1組
HB=11-15-00

CB=11-15-00

K形両受曲管 φ350×11 1/4°

1KNO.22+31.147

VB=00-00-00
HB=11-15-00

CB=11-15-00

K形特殊押輪φ350×2組

K形

乙切管

1.795

K形

乙切管

2.247

ALW形

0.850 1.101

VM管

K形

乙切管 乙切管

3.500

乙切管

K形

4,862

乙切管

K形

3.108

Lp=6.99

Lp=6.32 Lp=6.32

Lp=6.99 Lp=1.14Lp=1.14Lp=1.44Lp=1.44 Lp=1.17 Lp=1.17
Lp=1.17

Lp=1.17

施工位置

事 業 名

工 事 名

施工年度

図面の名称

図面番号

2.405 53.850

特定農業用管水路等特別対策事業

令和6年度 倉吉市服部

縮　尺

久米ヶ原3期地区特定管( 1号幹線配水路3工区)工事

21

管割図(1号幹線配水路)

1
K
N
O
.
0

1
K
I
P
.
1

(
1
K
N
O
.
0
+
3
.
0
0
)

1
K
N
O
.
0
+
5
.
0
0

1
K
N
O
.
0
+
7
.
5
0

0.470

0.170

0.455

0.455 0.170 0.210
0.560

（HPφ350）より

1号幹線配水路既設管

K-K
K-K

3.000

　-K

K形F付T字管 φ400×φ75

K形短管1号 φ400
K形特殊押輪φ400

1K1号制水弁工
φ400(0.75MPa)既設流用

K形短管1号 φ400
ALW形対応K形特殊押輪φ400

K形両受曲管 φ400×90°
ALW形対応K形特殊押輪φ400×2組

HB=90-00-55
VB=00-00-00
CB=90-00-55

Yスリーブ
(HPφ350×DCIPφ400)

1KIP.1
(1KNO.0+3.00)

1KNO.0+5.00

1K1号空気弁工
1KNO.0+7.50

乙切管

ALW形

2.545

ALW形

乙切管

1.140 1.885

支給品
切断なし

支給品
切断なし

支給品
切断1

支給品
切断1

支給品
切断1

支給品
切断なし 切断1 切断1

Lp=0.51 Lp=0.51

Lp=0.77

―

材料名 規格 区分 残管長 数量 単位 摘要 切断数

ダクタイル鋳鉄管 ALW形φ400 乙切管 2,545mm 管割図①

ダクタイル鋳鉄管 ALW形φ400 乙切管 1.140mm 管割図②

ダクタイル鋳鉄管 K形φ350 乙切管 2,184mm 管割図④

ダクタイル鋳鉄管 K形φ350 乙切管 3,500mm 管割図③⑤

ダクタイル鋳鉄管 ALW形φ350 乙切管 3,500mm 管割図⑥

－

－

1

2

－

1 本

1 本

1 本

1 本

1 本

支給品資材一覧

1号幹線配水路管割図

12

mailto:7@6.000


施工位置

事 業 名

工 事 名

施工年度

図面の名称

図面番号

特定農業用管水路等特別対策事業

令和6年度 倉吉市服部

縮　尺

久米ヶ原3期地区特定管( 1号幹線配水路3工区)工事

管割図(1号支線配水路)

A部詳細図

(1SNO.0+15.74付近)

B部詳細図

(1SEP付近)

Lp=7.96

Lp=7.96

Lp=3.71 Lp=3.71

Lp=8.07

Lp=19.37Lp=19.37

Lp=10.34

(既
設管へ接続)

(既
設管へ接続)

A部

メカ形ドレッサーφ125

離脱防止金具付

メカ形ドレッサーφ125

離脱防止金具付

※ Lpとは一体化長さである

（注）：曲げ異形管の上下流は定尺管(ゴム輪受口：5m、直管：4m)を用いることを基本とし、
　　　　これに寄りがたい場合は、最低でも一体化長より長い管長を確保すること。

　　　　分岐部及び末端部等の必要一体化長が既設管範囲まで及ぶ場合、
　　　　試掘を行い既設管に離脱防止金具が設置されていることを確認すること。
　　　　なお、給水分岐工部については、既存資料より既設管は全て一体化されているため、
　　　　確認は不要である。

メカ形ベンドφ200
×90°

離脱防止金具付

1BR
管路(西

側)へ
接続　1SN

O.0
+15

.74
付近

1
S
N
O
.
0
+
1
5
.
7
4

1
S
I
P
.
1

A部

1S I
P. 1

付近

1S I
P. 1

付近

1S N
O. 0

1
S
N
O
.
0

1S N
O. 0

+3 .
00付

近（1S 
1号

空気弁工φ25）

枝管側Lp=
7.9

6m
メカ形Ｔ字管 φ

20 0
×12 5

離脱防止金具付

1BR
管路(東

側)へ
接続　1SN

O.0
+15

.74
付近

枝管側Lp=
7.9

6m
メカ形Ｔ字管 φ

20 0
×12 5

離脱防止金具付

メカ形ベンドφ200
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